
 

 

 

 

 

 

富士フイルム株式会社（社長：助野

以下 富山化学）の医薬品生産拠点

「FF-10832」など独自技術を活かしたリポソーム

2018 年 9 月に着工し、2020 年 2 月に
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富士フイルムは、化合物の合成力
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※1 米国イーライリリー社が開発した抗
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助野 健児）は、グループ会社の富山化学工業株式会社

医薬品生産拠点に約 40 億円を投資し、新工場を建設します。
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抗がん剤（一般名：ゲムシタビン、製品名：ジェムザール）。
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品質の良い医薬品、医療用具などを供給するための製造管理
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【【【【新工場新工場新工場新工場のののの概要概要概要概要】】】】    

１．建設場所 富山県富山市千原崎一丁目 8番 70号（富山化学工業 第二工場内） 

２．投資金額 約 40 億円 

３．生産内容 リポソーム製剤の治験薬製造および商業生産 

４．延床面積 約 2,400㎡（地上 2階建） 

５．着工時期 2018 年 9 月 

６．稼働開始時期 2020 年 2 月 

 

 

【【【【新工場新工場新工場新工場のののの外観外観外観外観（（（（イメージイメージイメージイメージ図図図図））））】】】】    

 

本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 

【その他】              医薬品事業部               TEL 03-6271-2171 


